
長野県千曲市

八幡公民館のいきいき学級スタート！
５月 10 日（金）、開講式に続き「いすに座って

やさしいストレッチ」と題して、スポーツ推進員を
講師に健康講座が行われました。

上の写真は、トレーニングチューブを使っての運
動です。みなさんでいい汗をかきました。
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令和６年度 分・支館長の紹介
　
４
月
か
ら
各
分
館
・
支
館
の
活

動
が
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
そ
の
活
動
の
中
心
と
な
る

各
地
区
の
新
分
館
長
さ
ん
に
次
の

①
②
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

①
分
館
の
主
な
活
動
計
画

②
地
域
の
皆
さ
ん
へ
の

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
２
分
館
長
（
屋
代
）

�

村

田

 

健

①
屋
代
第
２
分
館
で
は
、
本
館
主

催
の
野
排
球
大
会
な
ど
の
ほ
か
、

10
月
に
区
民
全
員
が
参
加
す
る「
ふ

れ
あ
い
祭
り
」
や
１
月
に
小
学
生

を
対
象
と
し
た
「
書
き
初
め
」
な

ど
の
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
昨
年
か
ら
分
館
事
業
が
通
常
に

戻
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
地
域
住
民

の
親
睦
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
な
事

業
を
模
索
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
１
年
間
、
役
員
一
同
頑
張
り

ま
す
の
で
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
島
分
館
長
（
埴
生
）

�

坂

本

 

淳

①
敬
老
会
で
の
記
念
品
配
布
、
秋

の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
人
権

研
修
会
の
ほ
か
新
た
に
親
睦
を
兼

ね
た
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
本
館
事
業
に
進
ん
で
参
加

し
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に

な
り
ま
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

と
と
も
に
流
行
時
が
あ
り
ま
す
の

で
今
年
度
も
感
染
症
対
策
を
と
り

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

西
区
分
館
長
（
稲
荷
山
）

�

和

田

利

彦

①
本
館
主
催
の
分
館
対
抗
球
技
大

会
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
会
へ
の
参
加

に
加
え
、
分
館
主
催
の
佐
野
薬
師

お
花
見
の
会
、
夏
ま
つ
り
、マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
敬
老
会
等
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
さ
れ
て
い
た

公
民
館
活
動
も
、
や
っ
と
実
施
で

き
る
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

再
開
さ
せ
る
た
め
に
は
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
が
、
区
民

の
皆
様
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
た
め
に
、
時
代
に
マ
ッ
チ

し
た
行
事
内
容
を
考
え
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

森
下
分
館
長
（
八
幡
）

�

北

里

　

隆

①
昨
年
度
よ
り
、
本
館
主
催
の

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
な
ど
新
し
い
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た

の
で
進
ん
で
参
加
し
ま
す
。
森
下

分
館
と
し
て
は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が
何
年
も
中

止
に
追
い
込
ま
れ
、
昨
年
度
よ
り

正
常
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。「
初
め

て
参
加
し
た
」
と
い
う
声
を
大
事

に
、
親
睦
を
深
め
て
い
け
る
活
動

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
方
々
に
知
恵
を
お
借
り

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
令

和
６
年
度
は
、
以
前
の
状
態
を
取

り
戻
し
つ
つ
、
安
全
第
一
を
考
慮

し
、
区
民
の
皆
様
と
公
民
館
活
動

を
進
め
ま
す
。

千
本
柳
分
館
長
（
戸
倉
）

�

児

玉

正

宏

①
分
館
行
事
は
６
月
に
分
区
対
抗

野
球
大
会
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
、
８
月
は
盆
踊
り
大
会
、

10
月
は
人
権
教
育
研
修
会
、
11
月

に
は
文
化
祭
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

②
昨
年
は
コ
ロ
ナ
が
５
類
と
な
り

分
館
事
業
再
開
と
な
る
予
定
で
し

た
が
、
天
候
や
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
の
流
行
に
よ
り
事
業

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
先
の
こ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
一
つ
一
つ
の
事
業
が
行
え
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
若
輩
で
は

あ
り
ま
す
が
精
一
杯
努
力
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

新
山
分
館
長
（
上
山
田
）

�

市

川

昌

幸

①
６
月
に
行
わ
れ
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

を
皮
切
り
に
、
７
月
に
温
泉
夏
祭

り
、
９
月
に
敬
老
会
、
10
月
に
は

運
動
会
、
人
権
教
育
研
修
会
等
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
も
５
類
に
分
類
さ

れ
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

4
年
間
中
断
さ
れ
て
い
た
分
館
の

旅
行
も
今
年
は
復
活
の
予
定
で
動

い
て
い
ま
す
。

　
分
館
の
各
種
活
動
、
行
事
は
地

域
住
民
の
親
睦
を
深
め
る
場
で
も

あ
り
ま
す
。
大
勢
の
皆
様
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■屋代公民館
分 館 名 分 館 長

屋 代 第 一 渡辺　英治

屋 代 第 二 村田　　健

屋 代 第 三 岡田　友昭

屋 代 第 四 南澤　芳美

屋 代 第 五 勝野　二郎

屋 代 第 六 手塚　　徹

森 東 宮尾　千幸

森 西 黒岩　一郎

倉 科 多羅澤行雄

雨 宮 袖山　　茂

土 口 平林　健一

生 萱 細井　行一

■八幡公民館
分 館 名 分 館 長

代 祢津　忠二

大 池 佐藤　貴男

姨 捨 宮坂　和彦

峯 長谷川哲男

中 原 宮下　清一

郡 北川原　晃

上 町 柳澤　和明

辻 丸山　一輝

新 宿 北村　和久

森 下 北里　　隆

北 堀 太田　　治

志 川 山﨑　申一

■戸倉公民館
分 館 名 分 館 長

磯 部 下嵜　邦政

福 井 坂口　正英

新戸倉温泉 池田　　勝

上 町 小板橋典仁

上 中 町 加藤　千洋

中 町 宮本　敏彦

今 井 町 兒玉　国彦

柏 王 塚田　隆哉

戸 倉 温 泉 畑山　昌也

若 宮 滝澤　隆雄

芝 原 高松　正三

仙 石 小松　　寛

羽尾第四区 小山　嘉嗣

羽尾第五区 森　　和博

須 坂 坂田　和英

黒 彦 小林　仁志

上 徳 間 齋間　紀一

内 川 島田　芳国

千 本 柳 児玉　正宏

小 船 山 寺嶋由紀雄

■稲荷山公民館
分 館 名 分 館 長

荒 町 森山　昌俊

中 町 高野　陽一

本 八 日 町 内山　範彦

上 八 日 町 森　　裕介

治 田 町 松島　克信

元 町 渡邉　裕樹

小 坂 宮本　祥次

東 区 五十嵐　功

中 区 齊藤　直樹

西 区 和田　利彦

大 田 原 松林　正光

■埴生公民館
分 館 名 分 館 長

寂 蒔 宮坂由紀夫

鋳 物 師 屋 轟　 和 男

打 沢 中曽根正彦

小 島 坂本　　淳

桜 堂 待井　正充

杭 瀬 下 鳥川　健二

新 田 西本　吉伸

中 坂口　和宏

■上山田公民館
支・分 館 名 支・分 館 長

力 石 髙島　彰一

新 山 市川　昌幸

漆 原 寺澤　通彦

三 本 木 鹿田　次郎

八 坂 鹿田　紀男

中 央 西沢　修一

城 腰 西澤　誠夫

温 泉 千野　芳文

よ
ろ
し
く  
編
集
委
員
で
す

編
集
委
員

◎
小
林
い
せ
子（
稲
荷
山
）

○
飯
島
　
孝
則（
戸
倉
）

　
吉
澤
　
勝
博（
屋
代
）

　
鴇
澤
　
正
義（
屋
代
）

　
金
井
與
志
雄（
埴
生
）

　
小
川
　
悦
子（
埴
生
）

　
竹
内
　
正
博�（
稲
荷
山
）

　
久
保
田
唯
夫（
八
幡
）

　
本
山
　
育
人（
八
幡
）

　
久
保
田
茂
保（
戸
倉
）

　
水
田
　
宏
美�（
上
山
田
）

　
鹿
田
　
清
子�（
上
山
田
）

　
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

 

主
　
事

□
神
尾
　
弘
晃（
屋
代
）

　
近
藤
　
美
加（
埴
生
）

　
小
林
　
宏
美（
稲
荷
山
）

　
井
尻
　
典
明（
八
幡
）

　
荒
井
　
茂
夫（
戸
倉
）

　
柄
沢
　
希
実（
戸
倉
）

　
西
澤
　
正
樹�（
上
山
田
）

　
　
　
　
　
　
　
□
当
番
館

令
和
６
年
度

大勢の皆さんのご参加をお待ちして
います。参加には入場券が必要です。

日　時：６月30日（日）午後１時30分から
会　場：信州の幸

めぐみ
あんずホール（更埴文化会館）

講　師：平井  信行氏 （気象予報士）
講演テーマ：「気象・防災情報の見方と使い方
　　　　　  ～気象・災害から命を守るために～」

入場券は6月4日（火）から６月24日（月）まで
最寄りの公民館で配布します。
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屋代公民館 館長
荒井　芳郎 氏

戸倉公民館 館長
荒井　茂夫 氏

埴生公民館 館長
長島　克彦 氏

上山田公民館 館長
合津　誠三 氏

埴生公民館 副館長
北島　正光 氏

「
堤
防
の
守
護
神
」

　
本
八
日
町
元
世
話
人
代
表

�

稲
荷
山
　
塚
田
　
民
男

城
山
史
跡
公
園
「
荒
砥
城
跡
」

　
千
曲
市
歴
史
文
化
財
セ
ン
タ
ー

�

上
山
田
　
寺
島
　
孝
典

島
章
彦
氏
は
３
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
他
の
正
副
館
長
は

再
任
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

館
長
か
ら
ひ
と
言

　
　
上
山
田
公
民
館
長　

　
　
　
合
　
津
　
誠
　
三

日
頃
は
、
公
民
館
事
業
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

公
民
館
は
、
地
域
と
深
く
関
わ

り
合
い
な
が
ら
最
も
身
近
な
学
び

の
場
や
交
流
の
場
と
し
て
「
つ
ど

い
、
ま
な
び
、
つ
な
ぐ
」
を
理
念
に

地
域
づ
く
り
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
各
公
民

館
で
は
、
事
業
の
中
止
や
変
更
を

４
月
１
日
付
で
各
公
民
館
の
正

副
館
長
が
、
市
教
育
委
員
会
か
ら

次
の
と
お
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

新
任
は
、
屋
代
公
民
館
長
に
荒

井
芳
郎
氏
（
倉
科
）、
埴
生
公
民
館

長
に
長
島
克
彦
氏
（
中
）、
戸
倉
公

民
館
長
に
荒
井
茂
夫
氏
（
内
川
）、

上
山
田
公
民
館
長
に
合
津
誠
三
氏

（
中
央
）、
埴
生
公
民
館
副
館
長
に

北
島
正
光
氏
（
杭
瀬
下
）
の
５
名

で
す
。

ま
た
、
３
月
31
日
付
で
退
任
さ

れ
た
の
は
、
次
の
５
名
で
す
。

屋
代
公
民
館
長
の
髙
木
俊
雄
氏

は
２
年
間
、
埴
生
公
民
館
長
の
寺

沢
昭
夫
氏
は
５
年
間
、
戸
倉
公
民

館
長
の
坂
田
博
氏
は
２
年
間
、
上

山
田
公
民
館
の
竹
鼻
泰
晴
氏
は
４

年
間
、
屋
代
公
民
館
副
館
長
の
飯

余
儀
な
く
さ
れ
、
４
年
と
い
う
長

い
時
間
の
経
過
と
と
も
に
公
民
館

活
動
も
変
化
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
か
ら
は

少
し
ず
つ
普
段
の
生
活
も
戻
り
は

じ
め
、
公
民
館
事
業
も
コ
ロ
ナ
前

に
戻
そ
う
と
す
る
活
動
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

市
内
6
公
民
館
は
、
地
域
の
特

性
や
公
民
館
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
対
し
、
そ
の
課
題
や
情
報

の
共
有
化
を
図
り
な
が
ら
各
種
事

業
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
も
成
人
講
座
や
各
種
学

級
、
文
化
事
業
、
体
育
事
業
等
々

住
民
の
皆
さ
ん
が「
集
ま
れ
る
場
、

学
び
の
場
、つ
な
い
で
育
む
場
」を

提
供
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
展
開
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

  

八
幡　

小
　
林
　
京
　
子

長
野
県
内
の
公
民
館
の
数
は
、

全
国
で
１
位
だ
そ
う
で
す
。
八
幡

に
も
本
館
と
12
の
分
館
が
あ
り
ま

す
。
公
民
館
活
動
も
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
で
元
気
な
お
年
寄

り
が
、
い
ろ
い
ろ
な
講
座
に
参
加

し
た
り
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
仲
間

と
交
流
し
た
り
、
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
ま
す
。

皆
さ
ん
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
い
る
と
か
。

し
か
し
車
の
運
転
が
で
き
な
い

方
や
足
が
不
自
由
な
方
な
ど
は
、

公
民
館
に
出
掛
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

公
民
館
に
は
、
各
地
区
に
分
館

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
分
館
活
動

が
盛
ん
に
な
る
と
本
館
に
行
く
こ

と
が
で
き
な
い
方
々
に
も
活
動
の

場
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。
お
年

寄
り
や
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ

く
り
に
も
最
適
で
す
。
住
民
誰
で

も
活
動
で
き
る
こ
と
が
公
民
館
の

役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
を
活
か
し
、

物
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
明
る

い
未
来
を
作
り
良
い
社
会
が
生
ま

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
微
力
で

す
が
、
私
も
で
き
る
限
り
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

稲
荷
山
温
泉
か
ら
県
道
を
南
へ

向
か
う
と
、
幾
重
に
も
赤
い
幟の

ぼ
り
ば
た旗

が
並
ぶ
お
稲
荷
様
が
あ
り
、
バ
ス

停
に
は
「
穴あ
な
も
り守
稲
荷
神
社
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

地
元
本
八
日
町
の
言
い
伝
え
で

は
、
現
在
の
羽
田
空
港
近
辺
の
開

墾
地
の
堤
防
の
腹
部
に
大
穴
が
生

じ
、
水
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
堤
防
上
に
お
稲
荷
様
を

祀ま
つ

っ
た
と
こ
ろ
、
風
や
波
の
害
が

な
く
五
穀
豊
穣
と
な
り
、
穴
が
災

い
す
る
堤
防
決
壊
を
防
ぎ
、
田
畑

が
守
ら
れ
た
の
で
「
穴
守
神
社
」

と
名
付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

明
治
20
年
代
、
大
き
な
料
理
屋

夜
、
山
の
中
腹
に
戸
倉
上
山
田

温
泉
♨
の
赤
い
ネ
オ
ン
が
光
り
輝

く
場
所
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
城
山
（
千
曲
市
大
字
上

山
田
字
城
山
）
と
呼
ば
れ
、
山
頂

に
は
「
荒
砥
城
」
と
い
う
戦
国
時

代
の
山
城
が
築
か
れ
て
い
ま
し
た
。

荒
砥
城
は
、
東
北
信
一
帯
を
治

め
て
い
た
村
上
氏
の
支
族
に
あ

た
る
山
田
氏
の
城
で
、
大
永
４

（
１
５
２
４
）
年
ご
ろ
の
築
城
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

甲
斐
の
武
田
信
玄
（
晴
信
）
と

越
後
の
上
杉
謙
信
（
長
尾
景
虎
）

が
、
実
に
12
年
も
の
長
き
に
わ
た

り
北
信
濃
の
支
配
権
を
争
っ
た
川

中
島
の
戦
い
は
と
て
も
有
名
な
話

で
す
が
、
そ
の
中
で
荒
砥
城
も
、

武
田
軍
に
奪
わ
れ
た
り
上
杉
軍
が

奪
い
返
し
た
り
と
、
戦
禍
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
天
正
12
（
１
５
８
４
）

年
、
山
城
と
し
て
の
役
割
を
終
え

た
荒
砥
城
は
、廃
城
と
な
り
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
場
所
に
は
、
昭

和
42
（
１
９
６
７
）
年
に
遊
園
地

や
動
植
物
園
な
ど
観
光
客
向
け
の

施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

山
頂
に
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も

観
覧
車
が
あ
っ
た
り
、
ふ
も
と
の

温
泉
街
か
ら
行
き
来
で
き
る
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
も
あ
っ
た
り
し
て
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
来

園
者
は
減
少
し
て
い
き
、
平
成
２

（
１
９
９
０
）
年
に
閉
園
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

貴
重
な
観
光
資
源
を
失
っ
た
当

時
の
上
山
田
町
は
、
荒
砥
城
を
現

代
に
甦
ら
せ
よ
う
と
、
専
門
家
や

学
識
経
験
者
か
ら
の
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
構
想
を
練
り
、
平
成

７
年
６
月
に
城
山
史
跡
公
園
「
荒

砥
城
跡
」と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

開
園
以
来
年
間
２
万
人
ほ
ど
の

観
光
客
が
荒
砥
城
を
訪
れ
て
い
ま

す
が
、
戦
国
時
代
の
山
城
と
い
う

特
異
な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し

て
も
選
ば
れ
、「
風
林
火
山
」
や

「
江
」
の
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

館や
か
たや
兵へ
い
し
ゃ舎
、
櫓や
ぐ
ら、
曲く
る
わ輪
な
ど
が

再
現
さ
れ
た
荒
砥
城
は
、
戦
国
時

代
の
山
城
の
雰
囲
気
を
体
感
で
き

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
一

番
の
魅
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
こ

こ
か
ら
眺
め
る
景
色
が
と
て
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

眼
下
に
は
千
曲
川
が
雄
大
に
流

れ
、春
は
桜
や
花
桃
の
お
出
迎
え
、

夏
は
心
地
よ
い
風
が
吹
き
、
秋
は

色
と
り
ど
り
の
紅
葉
が
周
囲
の

山
々
を
染
め
、
冬
は
雪
化
粧
し
た

飯
縄
山
や
戸
隠
連
峰
が
一
望
で
き

ま
す
。

春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た

顔
を
持
つ
城
山
史
跡
公
園
「
荒
砥

城
跡
」
に
、
ぜ
ひ
一
度
、
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

の
主
人
が
、
そ
の
分
神
を
本
八
日

町
に
祀
っ
た
と
こ
ろ
、
稲
荷
山
の

堤
防
は
決
壊
す
る
こ
と
は
一
度
も
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

稲
荷
山
の
「
穴
守
稲
荷
神
社
」

は
地
元
の
本
八
日
町
の
区
民
に
よ

り
大
切
に
維
持
さ
れ
、
愛
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
、
祀
ら
れ
て
い
る

お
稲
荷
様
の
一
対
の
使
い
の
キ
ツ

ネ
に
、
地
元
の
温
か
い
心
づ
く
し

で
冬
の
間
に
は
毛
糸
の
帽
子
を
か

ぶ
せ
、寒
さ
か
ら
守
っ
て
い
ま
す
。

「
穴
守
稲
荷
神
社
」
は
毎
年
立

春
の
後
の
最
初
の
午う

ま

の
日
、
春
季

は
４
月
吉
日
、
秋
季
は
９
月
吉
日

に
例
祭
が
執
り
行
わ
れ
て
い
ま

す
。例

祭
の
時
期
が
近
づ
く
と
、
本

八
日
町
で
は
５
名
の
世
話
人
が
準

備
に
か
か
り
ま
す
。
ま
ず
、
多
く

の
方
々
か
ら
ご
寄
進
を
い
た
だ
い

た
奉
納
幟
旗
の
取
り
換
え
を
２
年

に
一
度
行
い
ま
す
。
真
新
し
い
朱

の
幟
旗
に
取
り
換
え
た
後
は
見
違

え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
、
お
祭

り
気
分
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
が
、

高
齢
化
の
波
は
こ
こ
で
も
感
じ
ら

れ
、
世
話
人
の
負
担
も
大
変
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

例
祭
は
、
き
れ
い
に
飾
ら
れ
た

祠ほ
こ
らの
前
で
区
の
氏
子
総
代
が
お
清

め
を
し
、
お
稲
荷
様
に
ご
ち
そ
う

を
振
る
舞
っ
た
後
、
世
話
人
も
い

た
だ
き
ま
す
。

200
戸
余
り
の
小
さ
な
区
が
護
る

「
穴
守
稲
荷
神
社
」
は
こ
う
し
て

維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
千
曲

川
の
堤
防
に
穴
が
開
い
た
ら
大
変

だ
と
、
例
祭
の
度
に
末
永
く
お

護
り
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

誓
っ
て
い
ま
す
。

お稲荷様の使いのキツネ

穴守稲荷神社

復元された櫓や曲輪 城山史跡公園「荒砥城跡」全景

公
民
館
に

公
民
館
に

期
待
す
る
こ
と

期
待
す
る
こ
と

令和６年６月28日（金）応募期限対象者 平成16年４月２日～
平成17年４月１日生まれの人

成人式典：令和7年1月12日（日）
当日配布するしお

りの

作成や式典運営な
どに

携わってみません
か。

 成人式典実行委員 成人式典実行委員をを募集しま募集しますす！！
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「
ふ
る
さ
と
千
曲
市
の
草
木
に

学
ぶ
会
」
は
、
令
和
５
年
４
月
に

屋
代
公
民
館
成
人
講
座
「
草
木
に

学
ぶ
会
」
の
参
加
者
を
中
心
に
設

立
し
た
新
し
い
サ
ー
ク
ル
で
す
。

身
近
な
山
や
公
園
を
、
あ
る
い

は
河
川
敷
や
遊
歩
道
を
植
物
観
察

の
場
所
と
し
、
目
に
し
た
植
物
か

ら
自
然
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
観
察
会
は
２
時
間
ほ

ど
の
散
策
で
す
。
参
加
者
と
講
師

の
先
生
が
一
緒
に
、
植
物
の
見
分

け
方
や
そ
の
特
徴
な
ど
を
学
び
な

が
ら
歩
き
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
講
師
で

あ
る
永
井
茂
富
先
生
の
心
に
触

れ
る
講
義
が
あ
り
ま
す
。
先
生
は

千
曲
市
倉
科
出
身
で
、
県
カ
ル

チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師
、
元
長
野

県
環
境
保
全
研
究
所
研
究
員
の
経

歴
を
持
ち
、「
雑
草
と
い
う
草
は

な
い
」
を
信
条
に
人
の
生
き
様
を

話
題
に
講
義
を
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。次

に
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
で
地
域

貢
献
が
で
き
な
い
か
と
い
う
声
が

あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
年
10
回
の

講
座
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
活
動

の
な
か
で
、
例
え
ば
遊
歩
道
沿
い

の
植
物
に
「
植
物
ラ
ベ
ル
」
を
設

置
す
る
よ
う
な
こ
と
が
候
補
に
挙

が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
植
物
観
察
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
ま
た
、
地
域
貢
献
と
な
る
よ

う
な
活
動
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

私
は
現
在
、
岡
学
園
と
い
う
専

門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

学
校
で
は
自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め

て
展
示
物
を
作
る
制
作
展
が
あ
り

ま
す
。
自
分
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
に

し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
と
き
に

地
元
の
戦
国
武
将
「
屋
代
秀
正
」

の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
屋
代
秀
正
の
こ
と
は

ま
っ
た
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
に
お
そ
ら
く
地
元
で
の
知
名

度
も
低
い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
調
べ
る
と
と
て
も
面

白
い
人
生
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
信
濃
の
大
大
名

村
上
義
清
に
長
く
仕
え
た
秀
正
で

し
た
が
、
真
田
氏
か
ら
誘
わ
れ
て

村
上
氏
を
裏
切
り
、
武
田
氏
に
つ

き
ま
す
。
武
田
氏
に
仕
え
た
は
い

い
の
で
す
が
、
長
篠
の
戦
い
で
織

田
信
長
に
敗
れ
、
武
田
氏
は
滅
ん

で
し
ま
い
ま
す
。
主
君
を
失
っ
た

秀
正
が
次
の
主
君
に
選
ん
だ
の
は

上
杉
氏
。
な
ん
と
そ
こ
で
の
直
属

の
上
司
は
、
か
つ
て
裏
切
っ
て
し

ま
っ
た
村
上
氏
の
人
間
で
し
た
。

そ
こ
か
ら
色
々
と
あ
っ
て
最
終
的

に
は
徳
川
家
康
に
仕
え
ま
す
。

ざ
っ
と
来
歴
を
書
き
ま
し
た

が
、
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
ほ
ど

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
生
き
方
を
し
て

き
た
屋
代
一
族
に
俄
然
興
味
が
湧

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
専
門
学
校

の
制
作
展
で
は
屋
代
一
族
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

イ
ラ
ス
ト
つ
き
の
ボ
ー
ド
「
屋
代

秀
正
の
四
大
事
件
簿
」
を
作
っ
た

り
、
市
川
製
菓
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
し

て「
秀
正
饅
頭
」を
製
作
し
ま
し
た
。

屋
代
一
族
を
振
り
返
る
と
結
果

的
に
勝
ち
組
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
決
断
に
迫
ら
れ
相

当
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。
す
べ

て
は
家
や
町
を
守
る
た
め
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

こ
の
波
乱
万
丈
な
生
き
方
や
存

在
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。「
屋
代

秀
正
は
地
元
の
ニュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
に

な
る
」
そ
ん
な
魅
力
的
な
武
将
だ

と
私
は
思
って
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヒ
ー
ロ
ー

　
　「
屋
代 

秀
正
」

�

屋
代
　
塚
田
ひ
か
り

精神統一して写経に取り組んでいます

「平和への思い」「平和への思い」
記事募集記事募集

８月の終戦記念日に合わせ「平
和への思い」を募集します。

戦中戦後の生活、平和につい
て考えることなど内容は問いま
せん。

４００字詰原稿用紙２枚から
３枚程度にまとめ、写真などが
ありましたら付けていただき、
６月 14 日（金）までに、最寄
り の 公 民 館
に お 出 し く
ださい。

短詩型文学祭 作品募集短詩型文学祭 作品募集

千曲市と坂城町で構
成する更埴公民館運営
協議会では、第 29 回更
埴地区短詩型文学祭を開
催します。

応募要領と投稿用紙は最寄りの公民館に
用意してありますので、奮ってご投稿くだ
さい。

【募集期間】　７月１日（月）～８月 31 日（土）
【募集部門】　短歌・俳句・川柳・現代詩
【投 稿 料】　応募用紙 1 枚につき５００円
　　　　　　（小・中・高校生は無料）

【投 稿 先】　各公民館

公民館報編集委員会では、広く市民の皆さん
に参加していただき、より親しまれる内容の館
報にしたいとの思いから、館報の表紙を飾る写
真やエッセイ、わがまちの自慢など原稿を募集
しています。

また、館報に対するご
意見ご感想などもお寄せ
ください。

なお、詳細については
最寄りの公民館にお問い
合わせください。

ふ
る
さ
と
千
曲
市
の

�
草
木
に
学
ぶ
会

�

屋
代
公
民
館
　
荻
原
　
重
明

彫
和
ク
ラ
ブ

  

夢
中
に
な
れ
る
趣
味
を

�

戸
倉
公
民
館
　
飯
島
　
季
之

写
経
倶
楽
部

�

　
稲
荷
山
公
民
館
　
堀
内
　
祐
子

写
経
倶
楽
部
は
昨
年
11
月
に
発

足
し
た
ば
か
り
の
サ
ー
ク
ル
で
す

が
、
現
在
26
名
の
方
が
体
験
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
今
写
経
は
老
若
男

女
問
わ
ず
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま

す
。
声
を
掛
け
る
と
「
や
っ
て
み

た
か
っ
た
」
と
言
う
方
が
多
く
て

驚
き
ま
す
。

写
経
の
効
果
と
し
て
は
、
集
中

力
・
忍
耐
力
の
向
上
、
字
の
上
達
、

幸
福
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

先
祖
供
養
、
所
願
成
就
、
個

人
の
修
行
な
ど
を
目
的
と
し
て
お

私
た
ち
「
彫
和
ク
ラ
ブ
」
は
戸

倉
創
造
館
の
成
人
講
座
講
師
谷
井

先
生
の
指
導
の
も
と
学
ん
だ
人
た

ち
の
集
ま
り
で
す
。
会
員
は
現
在

11
名
で
毎
月
第
２
、４
木
曜
日
の

午
後
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
木

彫
は
上
田
地
方
の
農
民
美
術
を
由

来
と
し
、
昔
、
冬
の
長
い
信
州
の

農
閑
期
を
利
用
し
、
郷
土
色
豊
か

な
工
芸
品
を
作
っ
た
ら
楽
し
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
が
始
ま

り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
彫
を
始
め
る
と
夢
中
に
な
り

時
間
を
忘
れ
て
、
作
品
が
形
に
成

る
の
が
何
よ
り
の
喜
び
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
上
手
く
彫
れ
な
く
て

も
、
自
分
で
彫
っ
た
喜
び
は
、
ひ

と
し
お
で
も
あ
り
ま
す
。

手
先
を
使
う
こ
と
で
、
老
化
防

止
に
役
立
つ
こ
と
、
メ
ン
バ
ー
相

互
の
親
睦
を
図
り
、
次
は
ど
ん
な

作
品
を
手
が
け
る
か
、
話
し
合
う

の
も
楽
し
い
時
間
で
す
。

作
品
は
、
戸
倉
創
造
館
の
展
示

発
表
会
や
地
元
の
文
化
祭
に
出
品

し
た
り
、
友
人
や
親
戚
の
祝
い
事

に
記
念
と
し
て
贈
り
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
富
山
県
の
井

波
彫
刻
の
町
に
研
修
旅
行
に
行
く

な
ど
、
仲
間
と
の
交
流
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
夢
中
に
な
れ
る
趣
味

を
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

屋代秀正の四大事件簿

り
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
話
も
提

供
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
は
月

２
回
、
火
曜
日
の
午
後
２
時
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。
来
た
い
時
、
来

ら
れ
る
時
に
参
加
で
き
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。

写
経
に
関
心
の
あ
る
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

木彫に熱中！

更埴中央公園観察会

講義中の永井茂富先生
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令和６年６月１日公民館報ちくま

※「
館
報
ち
く
ま
」
及
び
「
も
っ
と
知
り
た
い
ふ
る
さ
と
」
は
千
曲
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

発
行
／
千
曲
市
公
民
館
運
営
協
議
会　
編
集
／
千
曲
市
公
民
館
館
報
編
集
委
員
会　
電
話
０
２
６
―
２
７
２
―
０
２
３
４　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
―
２
７
２
―
７
１
６
７　
　
印
刷
／
㈲
ナ
ガ
ト
印
刷

98

編
集
後
記

は
じ
め
に

は
じ
め
に

武
水
別
神
社
で
毎
年
12
月
10
日

か
ら
14
日
（
御ご

供く

積つ

み
ま
で
含
め

れ
ば
15
日
）
に
か
け
て
行
わ
れ
る

大
頭
祭
は
、
400
年
以
上
の
歴
史
と

伝
統
を
持
つ
北
信
地
方
有
数
の

大
祭
で
あ
る
と
と
も
に
、
八
幡
地

区
の
冬
の
風
物
詩
で
も
あ
り
ま

す
。
と
く
に
斎さ
い
の
も
り森神
社
か
ら
武
水

別
神
社
ま
で
の
頭と
う
に
ん人
行
列
（
お
練

り
）
は
、〝
古
式
ゆ
か
し
い
神
事
〟

と
し
て
見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
私
た
ち
が
当
た
り

前
の
よ
う
に
見
て
、
知
っ
て
い
る

こ
の
〝
古
式
ゆ
か
し
い
神
事
〟
が
、

明
治
維
新
に
と
も
な
う
廃は
い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈

の
影
響
で
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る

こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

一　

頭
人
装
束
の
変
化

一　

頭
人
装
束
の
変
化

大
頭
祭
で
は
、
各
地
区
か
ら
選

ば
れ
た
5
人
の
頭
人
が
、
1
日
に

1
人
ず
つ
、
そ
の
年
に
収
穫
さ
れ

た
新
穀
を
神
前
に
奉
納
し
ま
す
。

頭
人
の
う
ち
三
番
頭
が
最
も
格

が
高
く
「
大だ
い
と
う頭
」
と
呼
ば
れ
、
大

頭
祭
の
名
称
も
そ
れ
に
由
来
し

ま
す
。
ま
た
、明
治
時
代
以
後
は
、

新
穀
を
奉
納
す
る
と
い
う
祭
事

に
ち
な
み
「
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

頭
人
一
行
5
人
（
相あ
い
さ
ん
ま
い
や
く

散
米
役
・

散さ
ん
ま
い
や
く

米
役
・
頭と
う
に
ん人
・
副ふ
く
と
う頭
・
差さ
し
ぞ
え
や
く

添
役
）

は
、
先せ
ん
だ
つ達
に
続
い
て
お
練
り
し
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
頭
人
は
首
か
ら

水
晶
の
勾ま
が
た
ま玉
を
か
け
て
い
る
た
め

一
目
で
わ
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

江
戸
時
代
の
頭
人
は
、
勾
玉
で
は

な
く
、
仏
具
で
あ
る
数じ
ゅ
珠ず

を
か
け

て
い
ま
し
た
。こ
れ
に
関
連
し
て
、

頭
人
一
行
の
う
ち
相
散
米
役
と
散

米
役
は
、
江
戸
時
代
ま
で
は
そ
れ

ぞ
れ
相あ
い
じ
ゅ
ず
と
り

数
珠
取
、
数
珠
取
と
呼

二　二　

夜夜よ

ね

よ

ね練練
り
の
本
来
の
す
が
た

り
の
本
来
の
す
が
た

夜
練
り
と
は
、三
番
頭
（
大
頭
）

だ
け
が
行
え
る
神
事
で
、
現
在
で

は
、
12
日
昼
の
お
練
り
の
翌
日
13

日
の
夜
に
、
頭
人
一
行
が
大
鳥
居

前
か
ら
拝
殿
ま
で
行
列
し
て
進

み
、
そ
の
後
拝
殿
で
御ご
へ
い
ち
ょ
う
だ
い

幣
頂
戴
な

仏
事
と
し
て
の
大
頭
祭

仏
事
と
し
て
の
大
頭
祭

��

～
か
わ
る
伝
統
・
つ
く
ら
れ
る
伝
統
～

～
か
わ
る
伝
統
・
つ
く
ら
れ
る
伝
統
～

中
学
歴
史
を
内
容
と
す
る
３
年

越
し
の
講
座
が
３
月
に
閉
講
し
た
。

も
う
一
度
歴
史
を
学
び
直
し
て
み

た
い
と
意
欲
を
持
っ
た
受
講
生
ば

か
り
で
、「
教
養
＝
今
日
用
が
あ
る
」

つ
も
り
参
加
の
私
は
大
い
に
感
化

さ
れ
た
。

女
性
の
高
齢
者
が
大
半
で
、
先

生
の
問
い
掛
け
に
も
す
ぐ
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら
反
応
の
声
が
あ
が
り

学
び
に
年
齢
は
な
か
っ
た
。

「
学
校
時
代
の
勉
強
は
テ
ス
ト

の
た
め
の
勉
強
だ
っ
た
。
こ
こ
で

は
興
味
を
持
っ
て
楽
し
み
な
が
ら

学
習
が
進
み
、
実
と
な
る
」
と
切

実
に
思
っ
た
。

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
み
を
教
え
て

く
れ
た
先
生
に
受
講
者
総
意
で
惜

別
と
感
謝
の
気
持
を
込
め
て
花
束

を
贈
呈
し
た
。

本
年
度
も
公
民
館
で
は
「
学
ぶ

喜
び
」「
出
会
う
楽
し
み
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
成
人
講
座
を
開
設
し
た
。

学
び
の
体
験
を
求
め
て
31
の
講
座

に
延
べ
500
人
以
上
も
の
方
々
が
参

集
し
５
月
に
開
講
し
た
。

ま
た
、
各
公
民
館
で
も
伝
統
や

特
色
あ
る
行
事
、
学
級
・
講
座
等

が
始
ま
っ
て
い
る
。「
公
民
館
報

ち
く
ま
」
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

投
稿
等
い
た
だ
き
な
が
ら
講
座
の

学
習
や
公
民
館
活
動
の
様
子
を
広

く
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
埴
生
・
Ｋ
）

江戸時代の夜練り「八幡大頭祭絵巻」

江戸時代：数珠
「八幡大頭祭絵巻」

現在：水晶の勾玉

ど
の
神
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
指
定
文
化
財
の
「
獅し
し
め
ん

子
面
」

「
伎ぎ

楽が
く
め
ん面
」
は
こ
の
時
に
し
か
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
夜
練
り
も
江
戸
時

代
か
ら
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
の
大
頭
祭
の
様
子

を
描
い
た
「
松
代
藩
五
大
祭
絵

巻　

八
幡
大
頭
祭
絵
巻
」(

長
野

市
「
真
田
宝
物
館
」
所
蔵)

を
見

る
と
、
法
華
経
八
巻
を
持
っ
た
8

人
の
後
ろ
に
頭
人
が
続
き
、
さ
ら

に
頭
人
か
ら
出
て
い
る
「
善
の

綱
」
ら
し
き
綱
を
持
つ
女
性
た
ち

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
行
列

が
本
殿
を
3
周
し
た
の
ち
、
拝
殿

で
法ほ

華け

八は
っ

講こ
う

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
ま
で
の
夜
練

り
は
、「
行ぎ
ょ
う
ど
う道」
＋
「
法
華
八
講
」

と
い
う
仏
事
そ
の
も
の
だ
っ
た

と
い
え
ま
す
。
実
際
、
江
戸
時
代

の
大
頭
祭
は
「
御ご

八は

講こ
う
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
御

供
積
み
で
使
わ
れ
る
「
オ
ハ
コ
ビ

ツ
」（
御
八
講
櫃
）
に
そ
の
名
称

を
残
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

お
わ
り
に  

～
伝
統
と
は
な
に
か
～

～
伝
統
と
は
な
に
か
～

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
ま
で

の
大
頭
祭
は
仏
事
色
の
濃
い
祭

事
で
し
た
。
こ
れ
は
神
仏
習
合
思

想
に
も
と
づ
く
も
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
明
治
時
代
に
な
る
と
、
神
道

国
教
化
の
も
と
、
仏
教
的
な
要
素

を
廃
し
て
「
神
事
」
と
し
て
純
化

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
と
も
な
い
頭
人
の
装
束
が
変

わ
り
、
大
頭
祭
の
呼
び
方
も
「
御

八
講
」
か
ら
「
新
嘗
祭
」
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
い
ま
の

私
た
ち
は
、
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

モ
ノ
・
コ
ト
を
400
年
以
上
の
歴
史

と
伝
統
を
持
つ
〝
古
式
ゆ
か
し
い

神
事
〟
と
し
て
見
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

〝
伝
統
〟
と
い
う
時
、
少
し
立

ち
止
ま
っ
て
見
直
し
て
み
る
と
、

新
た
な
歴
史
の
一
面
が
見
え
て

く
る
こ
と
を
、
大
頭
祭
の
歴
史
は

い
ま
の
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
千
曲
市
武
水
別
神
社

　
　
　
神
官
松
田
邸
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
中
島　
丈
晴

ば
れ
て
い
ま
し

た
。
祭
事
の
当

日
は
〝
神
〟
と

な
る
頭
人
が
、

仏
具
を
身
に
ま

と
っ
て
い
た
の

で
す
。


